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2024年度まちづくりモデル事業 

 

事業名/団体名/連携先 事業概要 

Yippeeふらっと meet 地域の学生に新たな出会いや発見を体験してもらうこと
を目指すイベントを企画し開催（自主イベント 3 回、ユ
ニコムとのコラボイベント 2 回）。学生イベントを通し
て、若者の居場所づくりから多世代交流の場に発展させ
る予定。 

学生団体 Yippee 

ガクマチ EXPO参加の学生団体 
近隣の大学生、地域の市民 

食材支援学生交流プロジェクト 

相模原市の食材支援の場を通して、大学生に有効な情報
と交流の機会を提供。市との協働事業として、実験的に
実施する。効果が認められれば、緑区、中央区開催に食材
支援にも広げていく予定。 

青山学院大学ボランティア愛好
会 SIVA 

青少年学習センター、相模原市
こども・若者支援課、近隣の大学
生 

WE・RECYCLEイニシアティブ ペットボトルのリサイクルプロセスを体験することで、
リサイクルの認知を広げる事業。ボードゲームなどのゲ
ーミングシミュレーションを通して楽しみながら、リサ
イクルの新規アイデアを創出するワークショップも開催
予定。 

一般社団法人 WebLampJapan 

慶應義塾大学 SFC 研究会、学生
団体 Yippee、地域の市民 

生活物資支援 生活に困窮する大学生向けに、生活物資の支援・配布を、
学生主体で実施する。来年度はスタートアップとして、
全三回の開催を予定。 チームユニバース運営委員会 

近隣の大学生、高校生 

『みんなの居場所サロン・学びの
和』 

カレーを提供しながら多世代の交流サロンを開催。 
公衆栄養学の授業の一貫として、ボランティア活動に対
する学生の実践の場とする。ボランティア活動の映像紹
介、栄養学のリーフレット制作、夏休みに活動に参加し
体験・交流、まちづくりフェスタのポスター作成など。 

ボランティア団体であいの和 

駒沢女子大学教員・学生、地域の
市民 

SANNOキッズワークショップ 子育て中のママを対象にした、マーケティングワークシ
ョップを開催。 
今年度は意識的にレベル感を出し、目的意識を持って参
加できる小学生高学年も対象とする(アドバンス編)。ま
た、スーパーキッズを発見し、専用のイベントも企画し
ていく。 

産業能率大学松岡ゼミ 

地域の学生団体 

支援撮影会・職業体験 
地域の子供を対象に、さまざまな事情であきらめていた
七五三や成人のお祝いの和装写真を廉価で提供する事業
を開催。 
支援撮影会とそれに付随するさまざまな職業体験ができ
るインターンシップ機能を付加した事業。着付け、撮影、
メイク、写真加工などの職業体験できるよう組み直し、
多くの学校と連携していく。 

着物 de文化フォト未来事業 

近隣の専門学校生・大学生、地域
の市民 
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